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一
四
一
山　
本　
亮　
介
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
学
会
活
動
	
日
本
近
代
文
学
会
評
議
員
、
昭
和
文
学
会
幹
事
、
横
光
利
一
文
学
会
評
議
員
・
運
営
委
員
社
会
的
活
動
	
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
・
東
洋
大
学
連
携
講
座
講
師
（「
森
鷗
外
と
歩
む
近
代
・
東
京
１
５
０
年
」）
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
第
１
部
日
本
文
学
文
化
学
科
長
、
文
学
部
資
格
審
査
委
員
会
委
員
有　
澤　
晶　
子
研
究
活
動
	
論
文
「
李
漁
『
蜃
中
楼
』
考
」、
単
著
、『
文
学
論
藻
』
第
九
三
号
、
東
洋
大
学
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
二
日
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
第
Ⅱ
部
日
本
文
学
文
化
学
科
長
、
文
学
部
資
格
審
査
委
員
会
委
員
	
外
国
語
委
員
会
委
員
岡　
﨑　
友　
子
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
学
会
活
動
	
日
本
語
学
会
、
日
本
語
文
法
学
会
（
大
会
委
員
）、
訓
点
語
学
会
、
関
西
言
語
学
会
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
教
育
活
動
	
国
立
国
語
研
究
所
客
員
教
授
社
会
的
活
動
講
師
派
遣
事
業
	
北
海
道
室
蘭
市　
悠
々
ラ
イ
フ
教
養
講
座　
九
月
六
日
	
埼
玉
県
所
沢
市　
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
ズ
講
座　
九
月
十
九
日
菊　
地　
義　
裕
研
究
活
動
論　
　
文	
東
洋
大
学
研
究
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。
学
会
講
演	
美
夫
君
志
会
八
〇
周
年
記
念
大
会　
特
別
講
演
「
好
去
好
来
歌
」
の
性
格
」、
二
〇
一
八
年
六
月
三
〇
日
、
中
京
大
学
そ
の
他	
「
家
持
に
お
け
る
時
間
」、単
著
、中
西
進
監
修
『
歌
人	
大
伴
家
持　
現
代
と
響
き
合
う
詩
心
』、
高
志
の
国
文
学
館
、
Ａ
５
版
、
二
〇
一
八
年
三
月
一
八
日
、
一
二
八
～
一
三
六
頁
平
成
三
〇
年
度
日
本
文
学
文
化
学
科
教
員
の
活
動
報
告
一
四
二
学
会
活
動
	
上
代
文
学
会
代
表
理
事
。
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
委
員
。
國
學
院
大
學
国
文
学
会
委
員
。・
万
葉
学
会
・
美
夫
君
志
会
・
古
事
記
学
会
・
古
代
文
学
会
・
風
土
記
研
究
会
・
木
簡
学
会
・
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
各
会
員
。
教
育
活
動
　
〈
学
内
〉			　 
東
洋
大
学	
第
三
二
回
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
審
査
・
選
考
、
選
評
執
筆
　
〈
学
外
〉　 		
埼
玉
県
浦
和
学
院
高
等
学
校
模
擬
講
義　
二
〇
一
八
年
七
月
七
日
	
東
洋
大
学
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
学
校
特
別
賞
授
与
訪
問
、東
京
都
武
蔵
野
市
立
第
四
中
学
校
（
二
〇
一
九
年
二
月
四
日
）、
千
葉
県
立
千
葉
西
高
等
学
校
（
二
月
七
日
）
社
会
的
活
動
	
三
嶋
大
社
古
典
講
座
（
二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
一
九
年
三
月
、全
一
〇
回
）
	
静
岡
新
聞
社
Ｓ
Ｂ
Ｓ
学
苑
万
葉
講
座（
二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
一
九
年
三
月
、
全
一
二
回
）
	
東
洋
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
Ａ「
百
人
一
首
を
味
わ
う
―
名
歌
へ
の
い
ざ
な
い
―
」、〔
春
期
〕
全
六
回
（
二
〇
一
八
年
五
月
一
六
日
・
二
三
日
・
三
〇
日
・
六
月
一
三
日
・
二
〇
日
・
二
七
日
）、
同
講
座
Ａ
「
万
葉
集
講
座
―
万
葉
の
歌
・
生
活
・
文
化
―
」、〔
秋
期
〕「
万
葉
の
時
代
と
作
品
―
万
葉
前
期
」
全
六
回
（
十
月
一
七
日
・
二
四
日
・
三
一
日
・
一
一
月
七
日
・
一
四
日
・
二
一
日
）、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
	
東
京
都
公
園
協
会
「
六
義
園
」・
文
京
区
立
千
石
図
書
館
共
催
「
文
化
講
座
」
講
演
、
二
〇
一
九
年
二
月
一
一
日
、
千
石
図
書
館
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
通
信
教
育
部
部
長
	
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
選
考
委
員
会
委
員
長
	
図
書
館
個
性
形
成
委
員
会
委
員
谷　
地　
快　
一
研
究
活
動
研
究
発
表	
「
書
簡
に
残
る
蕪
村
句
」　
俳
文
学
会
東
京
研
究
例
会　
二
〇
一
八
年
四
月
二
一
日　
於
江
東
区
芭
蕉
記
念
館
	
「
日
本
の
詩
歌
と
釈
教
─
芭
蕉
連
句
を
軸
に
し
て
─
」（
東
洋
学
研
究
所
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
・
大
型
研
究
「
日
本
文
化
の
背
景
と
な
る
仏
教
文
化
の
研
究
」公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）　	
二
〇
一
九
年
一
月
一
二
日　
於
東
洋
大
学
白
山
校
舎
論　
　
文	
「
求
道
の
終
着
地
─
長
明
・
兼
好
か
ら
芭
蕉
へ
─
」
単
著　
『
文
学
論
藻
』
第
九
三
号
（
東
洋
大
学
）　
Ａ
５
判　
二
〇
一
九
年
三
月
一
二
日　
全
一
七
頁
そ
の
他	
要
旨
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
愚
仏
庵
か
ら
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
創
刊
へ
〉
要
旨
」
単
著　
『
連
歌
俳
諧
研
究
』
第
一
三
五
号
（
俳
文
学
会
）　
Ａ
５
判　
二
〇
一
八
年
九
月
一
五
日　
四
六
～
四
九
頁
	
研
究
報
告
「
俳
諧
と
仏
教
」（
東
洋
学
研
究
所
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
・
大
型
研
究
「
日
本
文
化
の
背
景
と
な
る
仏
教
文
化
の
研
究
」）
単
一
四
三
著　
Ａ
４
判　
全
八
頁
	
随
想
「
懐
か
し
く
も
美
し
い
日
本
の
俳
句
」
単
著　
月
刊
『at	hom
e	
T
IM
E
』、
第
四
三
五
～
四
四
六
号
（
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
株
式
会
社
）
Ａ
４
判　
二
○
一
八
年
四
月
二
〇
日
～
二
〇
一
九
年
三
月
二
〇
日
（
几
董
・
蓼
太
・
浪
化
・
三
千
風
・
野
坡
・
一
茶
・
白
雄
・
西
吟
・
園
女
・
芭
蕉
・
秋
色
・
野
坡
）　
各
一
頁
	
評
論「
も
う
一
つ
の
蕪
村
句
集
」単
著　
『
翡
翠
』五
四
～
五
七
号　
Ａ
５
判　
二
〇
一
八
年
三
月
一
五
日
～
一
二
月
一
五
日　
各
二
頁
	
評
論
「
江
田
浩
司
と
俳
句
」
単
著　
『
北
冬
』
一
八
号
（
北
冬
舎
）	　
Ａ
５
判　
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
〇
日　
七
二
～
七
三
頁
所
属
学
会
等
	
俳
文
学
会
（
常
任
委
員
）、
日
本
近
世
文
学
会
、
俳
文
芸
研
究
会
、
俳
文
学
会
東
京
研
究
例
会
、
京
都
俳
文
学
研
究
会
、
俳
人
協
会
、
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
、
芭
蕉
会
議
（
主
宰
）、
無
花
果
句
会
（
主
宰
）
教
育
活
動
	
講
演
「
松
尾
芭
蕉
と
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
」（
そ
う
か
芭
蕉
塾
）　
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日　
於
草
加
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
	
講
演
「
な
ぜ
歌
う
の
か
─
芭
蕉
と
蕪
村
─
」（
お
お
が
き
芭
蕉
大
学
）　
二
〇
一
八
年
七
月
一
五
日　
於
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館（
大
垣
市
）
	
講
座
「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
想
像
力
」（「
芭
蕉
の
生
涯
と
作
品
」
の
う
ち
）　
全
一
二
回
（
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
一
九
年
三
月　
於
新
宿
住
友
ビ
ル
	
講
座
「
芭
蕉
が
詠
ん
だ
恋
」（
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
シ
リ
ー
ズ
「
恋
」）　
二
〇
一
八
年
五
月
二
九
日　
於
新
宿
住
友
ビ
ル
	
講
座
「
芭
蕉
と
夢
」（
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、シ
リ
ー
ズ
「
夢
」）　
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
七
日　
於
新
宿
住
友
ビ
ル
	
模
擬
講
義
「
松
尾
芭
蕉
入
門
─
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
─
」　
二
〇
一
八
・
一
二
・
一
四　
於
水
戸
葵
陵
高
等
学
校
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
教
職
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
・
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
劇
団「
曙
」顧
問
中　
山　
尚　
夫
研
究
活
動
論　
　
文	
十
返
舎
一
九
の
手
紙
（
紹
介
）　
単
著　
文
学
論
藻
九
三
号
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
七
二
集
日
本
文
学
文
化
学
科
篇　
平
成
三
一
年
三
月
一
二
日
学
会
活
動
	
日
本
近
世
文
学
会
会
員　
国
際
浮
世
絵
学
会
会
員　
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
教
育
活
動
〈
学　
内
〉
	
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
部
公
開
講
座　
古
典
文
学
と
旅　
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
〇
・
一
七
・
二
四
日　
六
〇
一
二
教
室
一
四
四
〈
学　
外
〉
	
講
師
派
遣
事
業
	
野
辺
地
町
教
育
委
員
会　
江
戸
時
代
の
恋
愛　
平
成
三
〇
年
八
月
九
日
一
八
時
か
ら　
野
辺
地
町
公
民
館
	
釧
路
町
教
育
委
員
会　
江
戸
時
代
の
恋
愛　
平
成
三
〇
年
八
月
二
一
日
一
〇
時
か
ら　
釧
路
町
公
民
館
	
船
橋
市
教
育
委
員
会　
江
戸
庶
民
の
笑
い
と
文
学　
平
成
三
〇
年
九
月
一
九
日
一
〇
時
か
ら　
船
橋
市
高
根
台
公
民
館
	
出
張
講
義　
東
京
都
立
井
草
高
等
学
校　
日
本
文
学
（
古
典
）
に
つ
い
て　
平
成
三
〇
年
一
二
月
二
〇
日
社
会
的
活
動
	
所
沢
市
市
民
教
養
セ
ミ
ナ
ー　
江
戸
時
代
の
文
学
と
旅　
平
成
三
〇
年
六
月
一
八
・
二
五
・
七
月
二
・
九
日　
所
沢
市
生
涯
学
習
教
養
セ
ン
タ
ー
	
鴻
巣
市
文
学
講
座　
東
海
道
中
膝
栗
毛
に
つ
い
て　
平
成
三
〇
年
六
月
二
三
・
三
〇
・
七
月
七
・
一
四
日　
鴻
巣
市
教
育
委
員
会
鴻
巣
公
民
	
東
京
都
豊
島
区
教
育
委
員
会　
雑
司
が
谷
紀
行
に
つ
い
て　
平
成
三
一
年
二
月
二
二
日　
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
地
域
文
化
創
造
館
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
社
会
連
携
推
進
室
室
長
・
国
際
化
推
進
委
員
会
委
員
・
体
育
協
議
委
員
会
委
員
・
図
書
館
個
性
形
成
委
員
会
委
員
・
そ
の
他
学
科
内
委
員
野　
呂　
芳　
信
研
究
活
動
そ
の
他
	
講
演
「
萩
原
朔
太
郎
と
ふ
る
さ
と
」（
芸
術
至
上
主
義
文
芸
学
会
、
六
月
十
七
日
）
学
会
活
動
	
芸
術
至
上
主
義
文
芸
学
会
理
事
、
日
本
近
代
文
学
会
会
員
、
言
語
と
文
芸
の
会
会
員
、
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
会
員
教
育
活
動
〈
学　
内
〉
	
・
学
び
ラ
イ
ブ
（
三
月
二
十
六
日
予
定
）
〈
学　
外
〉
出
張
講
義
	
・
東
京
成
徳
大
学
高
等
学
校
（
一
〇
月
六
日
）
	
・
埼
玉
県
立
浦
和
北
高
等
学
校
（
一
〇
月
三
十
一
日
）
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
・
入
試
委
員
会
委
員
（
全
学
）
	
・
入
試
対
策
検
討
小
委
員
会
委
員
（
全
学
）
	
・
入
試
委
員
会
委
員
（
文
学
部
）
	
・
予
算
委
員
会
委
員
（
文
学
部
）
	
・
学
科
会
計
担
当
一
四
五
蓮　
見　
行　
廣
社
会
的
活
動
	
・		
第
七
〇
回
毎
日
書
道
展　
審
査
会
員
と
し
て
作
品
を
出
品
。（
国
立
新
美
術
館
）
	
　
会
期　
七
月
十
一
日
～
八
月
五
日
ま
で
。
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
・
通
信
教
育
課
程	
学
科
長
原　
田　
香　
織
研
究
活
動
論　
　
文	
「
作
品
研
究
『
朝
長
』
─	
切
腹
様
式
と
観
音
懺
法
の
も
つ
演
劇
性
」
単
著
、『
文
学
論
藻
』
第
九
三
号
、
A
５
判
、　
四
五
頁
～
六
一
頁
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
二
日
刊
行
。
	
「
狂
言
『
花
子
』
に
お
け
る
坐
禅
と
い
う
仕
掛
け
」
単
著
、『
東
洋
学
研
究
』
第
五
六
号
、
B
５
判
、
現
在
印
刷
中
、
全
十
四
頁　
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日
刊
行
予
定
。
そ
の
他	
「
イ
ェ
イ
ツ
と
能
」
藝
術
文
化
雑
誌
『
紫
明
』（
第
四
二
号
特
集
号
N
IPPO
N
　
二
九
頁
か
ら
三
三
頁　
二
〇
一
八
年
三
月（
丹
波
古
陶
館
内　
紫
明
の
会
）。
研
究
発
表	
“T
he	Japanese	M
edieval	T
hought	Regarding	H
akuin	Zenji	
from
	the	V
iew
	point	of	N
ohgaku	T
heatre	（N
oh	&
	K
yogen,	
and	Classical	Japanese	T
heatre
）”.	M
ay
4,2018	“For	the	
anniversary	of　
the	“Research	Institute	for	International	
Chan	Culture	of	W
uhan	U
niversity”	T
he	International	
Conference	on	“Chan	&
	Zen	&
	Seon
：T
he	Form
ation	of	
Chan	Buddhism
	and	its	spread	across	the	w
orld”
（
中
国
武
漢
市
：
武
漢
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
	
東
洋
学
研
究
所
大
型
研
究
公
開
講
座「
小
倉
百
人
一
首
に
お
け
る
仏
教
思
想
」
日
時
：
二
〇
一
八
年
十
月
六
日
（
土
）
場
所
：
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス　
五
号
館
中
２
階　
	
五
一
〇
四
教
室
。
研
究
調
査	
国
際
禅
研
究
（
代
表
伊
吹
科
研
費
）
に
よ
る
踏
査　
鎌
倉
五
山
（
建
長
寺
・
円
覚
寺
・
寿
福
寺
・
浄
智
寺
・
浄
妙
寺
）
を
中
心
に　
二
〇
一
八
年
八
月
。
そ
の
他
学
会
活
動
	
中
世
文
学
会
・
説
話
文
学
会
・
和
漢
比
較
文
学
会
・
能
楽
学
会
・
楽
劇
学
会
会
員
。
日
本
文
芸
研
究
会
役
員
。
教
育
活
動
〈
学　
内
〉
	
東
洋
大
学
文
化
公
演
会「
津
村
禮
次
郎　
能
の
新
た
な
挑
戦
―
古
典
芸
能
と
現
代
―
新
作
舞
・
方
丈
記
夢
幻
」（
観
世
流
能
楽
師　
津
村
禮
次
郎
氏
・
琵
琶
演
奏
者　
塩
高
和
之
氏
・
フ
ル
ー
ト
奏
者　
久
保
順
氏
を
迎
え
て
）
二
〇
一
八
年
六
月
三
十
日
。
	
東
洋
大
学
能
楽
鑑
賞
教
室
（
主
催
東
洋
大
学
文
学
部
・
Ｔ
Ｄ
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
冊
子
解
説
、お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
能
楽
鑑
賞
会
冊
子
全
三
二
頁
）
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
四
日
。
一
四
六
〈
学　
外
〉
	
神
奈
川
県
立
川
崎
高
等
学
校
・
模
擬
講
義
「
猫
の
聞
い
た
謡
（
う
た
い
）
─
夏
目
漱
石
と
能
楽
」、
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
五
日
。
	
愛
知
大
学
文
学
部
特
殊
講
義「
日
本
の
伝
統
芸
能　
戦
国
時
代
の
能
か
ら
現
代
ま
で
」
集
中
講
義　
二
〇
一
八
年
八
月
二
十
七
日
～
三
十
日
。
社
会
的
活
動
　
講
演
会	
「
狂
言
の
笑
い
と
禅
」　
鴻
巣
市
市
民
大
学
講
座
こ
う
の
と
り
ア
カ
デ
ミ
ー　
二
〇
一
八
年
九
月
四
日　
鴻
巣
市
教
育
委
員
会　
ク
レ
ア
こ
う
の
す
・
ホ
ー
ル
。
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
化
委
員
会
委
員
・
東
洋
大
学
伝
統
文
化
講
座
【
Ｔ
Ｄ
Ｂ
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
。
	
校
友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金
運
営
委
員
・
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
。
三　
宅　
和　
子
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
	
（http://ris.toyo.ac.jp/search/index.htm
l
）
を
参
照
学
会
活
動
	
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
会
長　
言
語
系
学
会
連
合
監
事　
ひ
と
・
こ
と
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催　
日
本
語
教
育
学
会　
国
際
語
用
論
学
会　
社
会
言
語
科
学
会　
日
本
語
学
会　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
会　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
語
教
師
会　
英
国
日
本
語
教
育
学
会　
会
員　
社
会
的
活
動
講　
　
演	
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
言
語
―
日
本
語
の
面
白
さ
」
平
成
三
〇
年
度　
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
事
務
局
「
文
字
活
字
文
化
の
日
」
記
念
講
演
会　
平
成
三
〇
年
度
一
〇
月
二
一
日　
さ
い
た
ま
市
立
中
央
図
書
館
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
文
化
専
攻
専
攻
長
	
劇
団
白
芸
顧
問
山　
崎　
甲　
一
研
究
活
動
論　
　
文	
・		
掌
の
小
説
「
帽
子
事
件
」
―
胸
の
嘆
き
と
弱
く
戦
っ
て
い
る
現
れ　
単
著　
芸
術
至
上
主
義
文
芸
四
四　
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
〇　
四
六
～
五
五
頁
学
会
活
動
	
・		
解
釈
学
会
委
員
教
育
活
動
〈
学　
外
〉
	
・		
静
岡
県
立
清
水
西
高
等
学
校
出
張
講
義　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
五
日
社
会
的
活
動
	
・		
東
洋
大
学
公
開
講
座
「
坂
口
安
吾
と
現
代
」・「
白
痴
」
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日　
白
山
校
舎
一
四
七
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
所
運
営
委
員　
キ
ャ
リ
ア
就
職
推
進
委
員
会
委
員　
大
学
協
議
委
員
会
委
員
杉　
江　
典　
子
研
究
活
動
研
究
発
表
	
杉
江
典
子
．「
位
置
情
報
取
得
技
術BLE
ビ
ー
コ
ン
を
用
い
た
図
書
館
利
用
者
の
館
内
行
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
取
得
方
法
の
検
討
」．
二
〇
一
八
年
度
日
本
図
書
館
情
報
学
会
研
究
大
会
．
二
〇
一
八
年
十
一
月
四
日
，琉
球
大
学
．（『
第
六
六
回
日
本
図
書
館
情
報
学
会
研
究
大
会
発
表
論
文
集
』p.119-120
）（
ポ
ス
タ
ー
）
	
大
谷
康
晴
，
安
形
輝
，
橋
詰
秋
子
，
江
藤
正
己
，
安
形
麻
理
，
杉
江
典
子
．「
米
国
議
会
図
書
館
に
お
け
る
日
本
の
マ
ン
ガ
の
所
蔵
」．
二
〇
一
八
年
度
日
本
図
書
館
情
報
学
会
研
究
大
会
．
二
〇
一
八
年
十
一
月
四
日
，琉
球
大
学
．（『
第
六
六
回
日
本
図
書
館
情
報
学
会
研
究
大
会
発
表
論
文
集
』p.115-116
）（
ポ
ス
タ
ー
）
そ
の
他	
杉
江
典
子
．
論
考	
図
書
館
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス（
書
評
）．
日
本
図
書
館
情
報
学
会
誌
．V
ol.64　
N
o.4　
一
六
八
～
一
六
九
頁　
二
〇
一
八
年
十
二
月
	
杉
江
典
子
．『
情
報
サ
ー
ビ
ス
論
』山
﨑
久
道
編
集	
東
京	
樹
村
房	「
2
章	
図
書
館
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
意
義
と
実
際
」，「
3
章	
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
理
論
と
実
際
1
：
情
報
探
索
行
動
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
」
二
〇
一
九
年
三
月
刊
行
予
定
学
会
活
動
	
日
本
図
書
館
情
報
学
会	
研
究
委
員
会	
委
員
	
三
田
・
図
書
館
情
報
学
会	
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
教
育
活
動
〈
学　
内
〉
	
東
洋
大
学
付
属
図
書
館
事
務
職
員
研
修
講
師　
九
月
一
三
日「
図
書
館
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
仕
組
み
」
〈
学　
外
〉
	
国
立
国
会
図
書
館	
平
成
三
十
年
度
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
研
修
（
一
〇
月
二
五
日	
一
限
～
三
限
）	
講
師　
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
課
題
」「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」「
探
索
方
針
・
探
索
ツ
ー
ル
の
決
定
」
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
全
学
図
書
館
運
営
委
員
会
委
員
高　
柳　
祐　
子
研
究
活
動
そ
の
他	
「
文
語
の
苑
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
「『
花
園
院
宸
記
』
瞥
見
」
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
六
日
学
会
活
動
	
中
世
文
学
会
（
会
員
）、
和
歌
文
学
会
（
会
員
）、
西
行
学
会
（
会
員
）
一
四
八
教
育
活
動
〈
学　
外
〉
	
東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会　
模
擬
講
義　
二
〇
一
八
年
六
月
一
一
日
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
『
文
学
論
藻
』
担
当　
学
科H
P
担
当
信　
岡　
朝　
子
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
。
学
会
活
動
	
日
本
比
較
文
学
会
、
東
大
比
較
文
学
会
、
ア
メ
リ
カ
学
会
、
文
学
・
環
境
学
会
、
日
本
児
童
文
学
学
会
、
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
研
究
学
会
、
表
象
文
化
論
学
会
、
日
本
映
像
学
会
、
絵
本
学
会
、
生
物
史
研
究
会
、
各
会
員
	
日
本
比
較
文
学
会
東
京
支
部
編
集
委
員
会
委
員
教
育
活
動
	
出
張
講
義　
二
〇
一
八
年
六
月
二
五
日　
神
奈
川
県
立
舞
岡
高
等
学
校
	
出
張
講
義　
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
七
日　
神
奈
川
県
立
金
井
高
等
学
校
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
通
信
教
育
委
員
会
委
員
（
教
務
担
当
）、
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
時
間
割
担
当
）
山　
中　
悠　
希
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://ris.toyo.ac.jp/
search/index.htm
l
）
を
参
照
の
こ
と
。
学
会
活
動
	
日
本
文
学
協
会
、
中
古
文
学
会
、
平
安
朝
文
学
研
究
会
（
委
員
・
監
事
）、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
教
育
活
動
〈
学　
内
〉
	
東
洋
大
学
学
び
ラ
イ
ブ
（
二
〇
一
八
年
六
月
十
七
日
）
〈
学　
外
〉
	
東
京
都
立
稔
ヶ
丘
高
等
学
校
出
張
講
義
（
二
〇
一
八
年
七
月
十
七
日
）
社
会
的
活
動
	
東
洋
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
「
定
子
後
宮
と
女
房
た
ち
―
『
枕
草
子
』
の
世
界
を
読
む
―
」（
二
〇
一
八
年
六
月
二
十
六
日
）
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
体
育
協
議
会
委
員
、
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員
、
学
科
教
務
（
ゼ
ミ
希
望
調
査
）
担
当
小　
椋　
　
　
彩
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://ris.toyo.ac.jp/
search/index.htm
l
）
を
参
照
の
こ
と
。
一
四
九
学
会
活
動
	
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
、
日
本
比
較
文
学
会
、
日
本
ス
ラ
ヴ
学
研
究
会
（
編
集
企
画
委
員
、『
ス
ラ
ヴ
学
論
集
』
副
編
集
長
）
教
育
活
動
〈
学　
内
〉
	
東
洋
大
学
学
び
ラ
イ
ブ
（
二
〇
一
九
年
三
月
二
十
六
日
）
〈
学　
外
〉
	
東
京
大
学
・
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
社
会
的
活
動
	
「
映
画
『
ポ
コ
ッ
ト
』
と
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
周
辺
」（
映
画
解
説
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
祭
二
〇
一
八
，
十
一
月
十
日
、
東
京
都
写
真
美
術
館
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
学
科
国
際
交
流
担
当

